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「道路の走りやすさマップ」対応カーナビの
安全・環境効果判明

国総研において「道路の走りやすさマップ」をカーナビ等に活用することによる社会的効果の
研究、民間においてルート検索等機能の開発を、共同研究で行い、実用化に向けて動き出しま
した。

共同研究の結果（今回わかったこと）
実走して取得した「道路の走りやすさランク」ごとの各種データと、各社開発の試作器を用いた

全国のルート検索・案内ルートに基づき、試算を行った結果は以下のとおりです。
《試算結果》
◆交通事故リスクを 43%軽減
◆ CO2 を 28.9 万トン/年 削減（日本全体）

◇ 1 日 1 枚のレジ袋を削減するのと同様の効果（乗用車 1 台あたり）
◇約 200 万本の植林をしたのと同様の効果（日本全体）

道路の走りやすさマップ利用連絡会設立・参加者募集
道路の走りやすさマップ対応カーナビのスムーズな実用化のため、「道路の走りやすさマップ

利用連絡会」を設立します。
《対象者》

道路の走りやすさマップを活用したカーナビ等の実用化を目的とする企業・団体等
※「走りやすさマップのカーナビ等への活用に関する共同研究」への参加状況は問わない
（参加者募集ページ） http://www.nilim.go.jp/lab/qbg/pdf/riyourenrakukai.pdf

（参考）
「道路の走りやすさマップ」とは、国土交通省で作成した、道路の幅やカーブの大きさなどの、

道路構造特性に着目して「走りやすさ」を表現した地図です。

【資料】
資料１ 共同研究の結果わかったこと
資料２ 道路の走りやすさマップ利用連絡会 参加者募集
資料３ 走りやすさマップのカーナビ等への活用に関する共同研究 プログレスレポート３
資料４ 道路の走りやすさマップの概要
資料５ 官民共同研究の概要
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共同研究の結果わかったこと
交通事故リスクを43%軽減

図１ 図2

図1および図2より、推奨ルートと走りやすさルートのヒヤリハット回数を算出

各評価ランクの1人1km当たり
ヒヤリハット回数

従来の推奨ルートと道路の走りやすさマップデータを活用
したルートにおける
各評価ランク（M～D）の距離割合（％）の変化
※共同研究社が開発したカーナビ・Web等を活用して算出

交通事故リスク（ヒヤリハット回数）が軽減される割合
＝1‐（走りやすさルートのヒヤリハット回数／推奨ルートのヒヤリハット回数）
＝43%

資料１

CO2を28.9万トン/年削減（日本全体）
◇1日1枚のレジ袋を削減するのと同様の効果（乗用車1台あたり）
◇約200万本の植林をしたのと同様の効果（日本全体）

図3

各評価ランクごとのCO2排出量を算出

図2、図3より、推奨ルートと走りやすさルートの
CO2排出量を算出

CO2削減量
＝（推奨ルートのCO2排出量（144.1g‐CO2/km）－走りやすさルートのCO2排出量（141.9g‐CO2/km））
×自家用乗用車の年間総走行距離（402,274百万km）×カーナビ普及率（50%）×利用意向（65%）
＝28.9万トン‐CO2

下記の数値を用いて、レジ袋単位、樹木単位に換算
・レジ袋1枚を製造する際のCO2排出量+レジ袋1枚を焼却する際のCO2排出量＝61g‐CO2
・樹木1本あたりの年間CO2吸収量＝144.4kg‐CO2

実走行実験で取得した各評価ランクの平均速度
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道路の走りやすさマップ利用連絡会 参加者募集 

 

情報基盤研究室 

 
以下のとおり、「道路の走りやすさマップ利用連絡会」の参加者を募集します。 

 
【会議の名称】 

 道路の走りやすさマップ利用連絡会 
 
【連絡会の背景及び設立主旨】 

国土交通省では、道路の幅やカーブの大きさなど、道路構造上の特性による「走りやすさ」を表した「道路の走りやす

さマップ」の作成に取り組んでいます。 
更なる活用方法として、カーナビや Web 路線検索サービス等への展開に向け、道路の走りやすさマップの集約・提供

から、サービス等の実現に至るまでの一連の検討を官民連携して行うため、平成18年 12月～平成21年2月、走りやす

さマップのカーナビ等への活用に関する共同研究を行いました。 
今後、道路の走りやすさマップを活用したカーナビ等の実用化に関する相談受付、民間における開発の継続的フォロー、

実用化に向けた諸課題についての、検討・意見交換等を行うため、本連絡会を開催いたします。 
 
【事務局】 

 国土技術政策総合研究所 高度情報化研究センター 情報基盤研究室 
 
【開催時期・場所】 

 第一回の開催については、以下を予定しています。 
開催時期：平成21年5月下旬頃 
開催場所：東京都内を予定 

 
【対象者】 

 今後、道路の走りやすさマップを活用したカーナビ等を実用化する目的を持ち、本連絡会の設立主旨に合う、カーナビ・

地図・Webシステム等に関連する企業・団体等を対象とします。 

なお、本連絡会は、「走りやすさマップのカーナビ等への活用に関する共同研究」への参加状況に関わらず参加可能です。 
 
【参加申し込み方法】 

次の①②について、下記宛先までE-mailでご連絡下さい。 
①会議出席者 
  所属、役職、氏名、住所、電話番号、メールアドレス 
②連絡窓口担当者 
  所属、役職、氏名、住所、電話番号、メールアドレス 
宛先：情報基盤研究室 湯浅（yuasa-n92ta@nilim.go.jp） 
※会議出席者と連絡窓口担当者は別々でも結構です。 
※会議の案内等の事務連絡は、連絡窓口担当者にお送りさせて頂きます。 
  
参加申し込みは随時受け付けます。 
なお、第一回締切は5月18日とさせていただきます。 

 
【連絡先】 

 国土技術政策総合研究所 高度情報館研究センター 情報基盤研究室  
主任研究官 有村真二 029-864-7479 arimura-s2cv@nilim.go.jp 
研究員   湯浅直美 029-864-8209 yuasa-n92ta@nilim.go.jp 

資料２ 





 

 

 

 

 

   



道路の走りやすさマップの概要 資料４

道路の走りやすさランク
• 「走りやすさ」に着目して道路を6段階のランクに色分けした地図

• 当初は、道路管理者が整備状況を把握するための参考資料として作られた

自動車専用道路で、スムー
ズな走行が可能

自動車専用道路
（走りやすさのイメージ）

走りやす
さランク

Ｍ

通常の地図通常の地図

①2車線以上の道路で、

郊外部・山地部の道路
（走りやすさのイメージ）

走りやす
さランク

ズな走行が可能

「
とても走りやすい

Ｍ

高速自動車道高速自動車道高速自動車道高速自動車道高速自動車道

市街地部などの道路
（走りやすさのイメージ）

5km以上にわたって、カー
ブ・勾配が緩やか。

②路肩も広く、歩行者がほと
んどいないか、歩道と車道
が柵で分離されている。

③主要な道路との平面交差
が平均して1箇所／km以
下。

「道路の走りやすさ」について、道路の幅、
カーブの大きさ・多さ、歩道と車道の分離状
況などにより、以下の6段階に分離しました。Ｓ

主要地方道

一般県道

一般国道

主要地方道

一般県道

一般国道

主要地方道

一般県道

一般国道

主要地方道主要地方道

一般県道

一般国道

一般県道

一般国道

走りやすさで道路を分類
（ ）

①2車線以上の道路で、緩
やかでないカ ブ 勾配が

①2車線以上の道路で、カー
ブ・勾配が緩やか。

②歩道もしくは広い路肩が
ある。

①2車線以上の道路で、緩や
かでないカ ブがある

①2車線以上の道路で、カー
ブ・勾配が緩やか。

②両側に自転車が走れる歩
道があり、カーブが緩やか、
路肩も広い。

走りやすい

Ａ

走りやすさマップ 事故危険箇所事故危険箇所

渋滞ポイント渋滞ポイント
例：例：走りやすさマップ 事故危険箇所事故危険箇所

渋滞ポイント渋滞ポイント
例：例：

①2車線以上の道路で、急
カーブ・急勾配が多い。

②路肩が狭いところがある。
③1車線の道路で緩やかで

ブ

やかでないカーブ・勾配が
多少ある。

②路肩が狭いところがある。

①2車線以上の道路。
②歩道がない。

かでないカーブがある。
②両側もしくは片側に歩道が
あるが、広くない。

Ｃ

Ｂ
Ｍランク（自動車専用道路）
Ｓランク（とても走りやすい）
Ａランク（走りやすい）

Ｂランク（やや走りやすい）
Ｃランク（やや走りにくい）

Ｍランク（自動車専用道路）
Ｓランク（とても走りやすい）
Ａランク（走りやすい）

Ｂランク（やや走りやすい）
Ｃランク（やや走りにくい）

①1車線の道路で急カーブ
が連続。

②路肩が狭い。

ないカーブがある。

①1車線の道路。
②歩道がない。

走りにくい

Ｄ

Ｃランク（やや走りにくい）

Ｄランク（走りにくい）

Ｃランク（やや走りにくい）

Ｄランク（走りにくい）

走りやすい道路が一目でわかる



官民共同研究の概要 資料５

• 公募を行い、走りやすさマップのカーナビ等への活用について、平成18年12月
から平成21年2月まで、民間6グループ10社と共同研究を行った

• 国総研は全国データの整備と社会的効果の整理を、民間はルート検索機能等
の開発とユーザーニーズ把握を担当した

・DRMへの関連付けの仕様検討

・全国分の道路の走りやすさマップデータ

・道路の走りやすさマップデータの
カーナビ等への組込

国土技術政策総合研究所の役割 民間の役割

全国分の道路の走りやすさマップデ タ
集約・提供のための品質確保
・効率的なデータ更新の検討
・社会的効果の検討

カ ナビ等への組込
・ルート検索等機能の開発
・ユーザーのニーズ把握

連携社会的効果の検討 連携

走りやすさマップ
Ｍランク（自動車専用道路）
Ｓランク（とても走りやすい）
Ａランク（走りやすい）
Ｂランク（やや走りやすい）
Ｃランク（やや走りにくい）
Ｄランク（走りにくい）

高齢者でも安心して運転できる、走
りやす 道路を検索中

事故危険箇所

例：

カーナビへの展開イメージ

りやすい道路を検索中

全国分の道路の走りやすさマップデータ
集約・提供イメージ

渋滞ポイント
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